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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第60期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 4,126,065 24,162,059

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△290,160 1,145,702

四半期（当期）純利益又は純損失(△)

（千円）
△238,234 35,485

純資産額（千円） 9,113,516 9,432,177

総資産額（千円） 20,367,849 22,519,979

１株当たり純資産額（円） 742.28 768.20

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

純損失金額(△)（円）
△19.66 2.93

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 44.2 41.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,157,580 1,180,629

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△184,328 △488,317

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△960,289 △485,080

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
3,414,512 2,401,559

従業員数（人） 476 458

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後、１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(１）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 476 (158)

　（注）１　従業員数は就業人員(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む）であり、（　）内は臨時従業員数で当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

　　　　２　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。

(２）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 409 (157)

　（注）１　従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、（　）内は臨時

従業員数で当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。

　　　　２　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 生産高（千円）

情報機器部門 1,379,215

照明機器部門 1,169,311

樹脂製品部門 889,812

新規事業部門 966,225

合計 4,404,563

　（注）１　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

（２）受注実績

　当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 受注高（千円） 受注残高（千円）

情報機器部門 1,443,768 3,563,584

照明機器部門 1,120,338 643,394

新規事業部門 988,329 275,065

合計 3,552,436 4,482,043

　（注）１　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　　　　２　樹脂製品部門は、受注生産を行っていないため、記載しておりません。

　　(３）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 販売高（千円）

情報機器部門 1,348,054

照明機器部門 903,507

樹脂製品部門 857,584

新規事業部門 947,354

その他の部門 69,566

合計 4,126,065

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第１四半期連結会計期間

　（自　平成20年４月１日

　　至　平成20年６月30日)

販売高(千円) 割合（％）

因幡電機産業㈱ 733,344 17.8

黒田電気㈱ 422,411 10.2

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

※当社グループの情報機器部門の売上高は、受注状況から年度末に向けて完成する工事の割合が多くなる傾向にあるた

め、季節的変動があります。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(１）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)におけるわが国経済は、米国サブプライム

ローン問題を背景とする金融不安の広がりや原油・原材料価格の高騰の影響から企業の設備投資が弱含みとなるな

ど、景気減速感が一段と強まってまいりました。

　このような中、当社グループにおきましては、コスト競争力の強化と顧客満足度の向上に向け、積極的に営業活動を

展開しました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間における連結売上高は、41億26百万円、営業損失は２億98百万円、経常損失は

２億90百万円、四半期純損失は２億38百万円となりました。

　

　事業の部門別の営業の概況は、次のとおりであります。

（電気機器関連事業）

　情報機器部門につきましては、この部門の主力製品であります道路情報機器において、期首の受注残高物件の売

上が前年同期に比べ増加しました。

この結果、売上高は13億48百万円となりました。

  照明機器部門につきましては、景気後退の影響を受け、民間設備投資関連の産業用照明器具が減少しました。　　　

　　この結果、売上高は９億３百万円となりました。

　樹脂製品部門につきましては、民間設備投資関連の配電盤用などの配線保護機材、個人消費のエアコン用配管保

護機材ともに減少しました。

この結果、売上高は８億57百万円となりました。

　新規事業部門につきましては、電磁ノイズ対策製品が前年同期水準で推移しましたが、オプトデバイス製品は、ア

ミューズメント業界のホール設置自粛や販売価格の低下により減少しました。

この結果、売上高は９億47百万円となりました。

　以上、電気機器関連事業の売上高は40億56百万円となりました。

（その他の事業）

　その他の事業につきましては、商品仕入販売22百万円、情報サービスなどは46百万円となりました。

この結果、その他の事業の売上高は69百万円となりました。

(２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下資金という。）は、有形固定資産の取得や長期

借入金の返済による支出等がありましたが、売上債権の減少等により、前連結会計年度末に比べ10億12百万円増加

し、34億14百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は21億57百万円となりました。

これは、税金等調整前四半期純損失が３億５百万円ありましたが、売上債権の減少38億29百万円等があったことに

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は１億84百万円となりました。

これは、主にＬＥＤ製造設備を中心とした有形固定資産の取得による支出が１億58百万円あったこと等によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は９億60百万円となりました。

これは、短期借入金の減少４億81百万円や長期借入金の返済による支出が３億32百万円等あったことによるもの

であります。

EDINET提出書類

星和電機株式会社(E01984)

四半期報告書

 6/20



(３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はなく、また、新たに生じ

た重要な対処すべき事項はありません。

(４）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、93百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの資金状況は、現金及び現金同等物が前連結会計年度末に比べ、10億12百万円増加し、当四半期連結会

計期間末には34億14百万円となりました。これは有形固定資産の取得１億58百万円や長期借入金の返済による支出

３億32百万円がありましたが、売上債権の減少38億29百万円等により営業活動によるキャッシュ・フローが21億57

百万円となったこと等によるものであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除去等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,782,000

計 33,782,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,382,000 12,382,000
大阪証券取引所

市場第二部
－

計 12,382,000 12,382,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 12,382,000 － 3,380,000 － 3,613,665

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（６）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

　普通株式　　 264,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  11,965,000 11,965 －

単元未満株式 普通株式　   153,000 － －

発行済株式総数 12,382,000 － －

総株主の議決権 － 11,965 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

星和電機株式会社

京都府城陽市寺田新

池36番地
264,000 － 264,000 2.13

計 － 264,000 － 264,000 2.13

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高（円） 440 487 525

最低（円） 392 411 421

　（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成２０年６月３０日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成２０年３月３１日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,602,068 2,589,123

受取手形及び売掛金 5,084,686 8,914,687

有価証券 7,444 7,436

商品 1,874 1,967

製品 1,464,339 1,277,487

原材料 2,401,610 2,192,189

仕掛品 860,971 779,578

その他 507,373 424,932

貸倒引当金 △57 △304

流動資産合計 13,930,310 16,187,097

固定資産

有形固定資産 ※
 3,308,182

※
 3,327,854

無形固定資産 60,892 40,346

投資その他の資産

投資有価証券 1,847,981 1,743,955

その他 1,370,673 1,370,918

貸倒引当金 △150,191 △150,191

投資その他の資産合計 3,068,463 2,964,681

固定資産合計 6,437,538 6,332,882

資産合計 20,367,849 22,519,979

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,264,843 5,376,690

短期借入金 1,375,000 1,856,123

1年内返済予定の長期借入金 1,008,000 1,224,300

未払法人税等 14,353 53,999

その他 1,673,984 1,548,599

流動負債合計 8,336,181 10,059,712

固定負債

長期借入金 702,700 818,400

退職給付引当金 892,344 903,228

役員退職慰労引当金 71,990 89,440

偶発損失引当金 892,840 884,000

その他 358,276 333,021

固定負債合計 2,918,151 3,028,090

負債合計 11,254,332 13,087,802
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成２０年６月３０日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成２０年３月３１日）

純資産の部

株主資本

資本金 3,380,000 3,380,000

資本剰余金 3,613,665 3,613,665

利益剰余金 1,650,471 2,034,111

自己株式 △192,506 △191,930

株主資本合計 8,451,630 8,835,846

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 544,232 465,262

為替換算調整勘定 △2,480 7,297

評価・換算差額等合計 541,752 472,560

少数株主持分 120,134 123,770

純資産合計 9,113,516 9,432,177

負債純資産合計 20,367,849 22,519,979
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 ※2
 4,126,065

売上原価 3,540,884

売上総利益 585,181

販売費及び一般管理費 ※1
 883,687

営業損失（△） △298,505

営業外収益

受取利息 651

受取配当金 20,963

不動産賃貸料 9,276

その他 18,087

営業外収益合計 48,979

営業外費用

支払利息 17,662

売上割引 20,699

その他 2,272

営業外費用合計 40,634

経常損失（△） △290,160

特別利益

貸倒引当金戻入額 247

特別利益合計 247

特別損失

固定資産除却損 1,921

投資有価証券評価損 5,063

偶発損失引当金繰入額 8,840

特別損失合計 15,824

税金等調整前四半期純損失（△） △305,737

法人税、住民税及び事業税 3,128

法人税等調整額 △67,557

法人税等合計 △64,429

少数株主損失（△） △3,074

四半期純損失（△） △238,234
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △305,737

減価償却費 142,311

投資有価証券評価損益（△は益） 5,063

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,884

受取利息及び受取配当金 △21,615

支払利息 17,662

売上債権の増減額（△は増加） 3,829,507

たな卸資産の増減額（△は増加） △480,721

仕入債務の増減額（△は減少） △1,110,487

その他 106,698

小計 2,171,795

利息及び配当金の受取額 21,208

利息の支払額 △12,641

法人税等の支払額 △22,782

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,157,580

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △158,759

無形固定資産の取得による支出 △14,010

投資有価証券の取得による支出 △17,605

その他 6,046

投資活動によるキャッシュ・フロー △184,328

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △481,123

長期借入金の返済による支出 △332,000

自己株式の取得による支出 △576

配当金の支払額 △145,405

少数株主への配当金の支払額 △1,185

財務活動によるキャッシュ・フロー △960,289

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,012,952

現金及び現金同等物の期首残高 2,401,559

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,414,512
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （１）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均

法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 

企業会計基準第９号)が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

により算定しております。

　なお、この変更による損益への影響はありません。

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取

扱い」の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の

会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　なお、この変更による損益への影響はありません。

（３）リース取引に関する会計基準の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取

引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年

１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務

諸表から適用ができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間

からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じた会計

処理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却

の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引

き続き採用しております。

　この変更による損益への影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
　
　

当第１四半期連結会計期間 
（自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日）

　たな卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算

定しております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっておりま

す。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第１四半期連結会計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

　　　該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額

は、8,155,402千円であります。

※　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額

は、8,047,904千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給料賞与 351,559 千円

荷送運送費 118,229 　千円

福利厚生費 88,820 　千円

減価償却費 15,179 　千円

退職給付引当金繰入額 13,478 　千円

※２　当社グループの主要部門の売上高は、受注状況から年度末に向けて完成する工事の割合が多くなる傾向にあるた

め、季節的変動があります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※ 　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）　　　　　
 （千円）

現金及び預金勘定 3,602,068

有価証券勘定に含まれるマネー・マネジメント・ファンド等 7,444　

預入期間が３か月を超える定期預金 △195,000

現金及び現金同等物 3,414,512

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年
６月30日）
　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  12,382,000株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 266,060株

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年５月23日
取締役会

普通株式 145,405 12  平成20年３月31日  平成20年６月12日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

　当社グループは、電気機器関連製品の製造販売を主たる事業として行っておりますが、当第１四半期連結累計期

間の売上高の合計、営業損失の金額の合計額に占める当事業の割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別

セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日)

　有価証券の四半期連結貸借対照表上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 　742円28銭　 １株当たり純資産額 　768円20銭　

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 19円66銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（千円） 238,234

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 238,234

期中平均株式数（株） 12,116,690

（重要な後発事象）

　当第１四半期連結会計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  　平成20年８月７日

星和電機株式会社

取締役会　　　御中
  

 監査法人トーマツ  

 指定社員
業務執行社員

 
公認会計士 中西　清　　　印

 指定社員
業務執行社員

 
公認会計士 出田　吉孝　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている星和電機株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、星和電機株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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